
《取り組んだ課題》 《活動の成果と評価》

《具体的な取り組み》 《今後の課題》
・多摩川苑の周知のため、「多摩川苑だよ
り」発行
・認知症の理解促進のため、「認知症サポー
ター養成講座」「認知症サポーターステップ
アップ講座」等の開催
・世代や分野を超えたネットワーク作りのた
め、「たまカフェ」「夜のたまカフェ」の開
催や地域行事への参加
・地域住民の活動として「わんわん見守り
隊」「たまっと見守り隊」の結成、カフェや
サロンとの連携、地域課題解決のための「地
域ケア会議」開催

今迄行った事を発展させ、繋がりの強化
と課題解決能力の向上により、誰もが住
みやすい地域づくりを目指していきま
す。そのために、住民主体のコミュニ
ティづくりが活発になるように、若年層
の取り込みを最重要課題としています。

自部署の役割

特徴等

地域包括支援センターは、日野市から委託を受けた公的機関で、地域の高齢者
やご家族の暮らしを支える総合相談窓口です。地域ニーズの把握に努める地域
包括支援センターが、社会福祉法人に求められる「地域貢献」のため、法人と
地域をつなぐ“パイプ役”となることが、社会福祉法人に所属する地域包括支
援センターとしての独自の役割であると考えています。

報告の概要

認知症の方に限らず、高齢者の誰もが住みやすい地域づくりのために、高齢分
野だけでなく様々な分野と世代を超えた理解者や支え手を増やし、地域で繋が
る取り組みを3年かけて行ってきました。「たまカフェ」の開催や「見守り
隊」の活動、認知症の知識の普及啓発により、新たなつながりの構築と地域の
支え手との連携ができ、地域力強化へ前進することができました。

多摩川苑地域は、市内でも高齢化率が低く若
年層の多い地域であるため、高齢者や認知症
への理解が乏しく、見守り等の支援につなが
りにくい課題がありました。また、地域包括
支援センターの周知もまだまだ不足している
状況でした。

認知症の理解の促進、ネットワーク形成
による支え手と社会資源の広がりにおい
て、経年的に具体策の数値目標を達成で
きたことにより、認知症の方への理解を
深め住民同士の支援の輪が広がったこと
により、見守り、声掛け、必要な機関へ
つなぐことができる地域になりました。
＊具体的数値については、発表時に示し
ます。
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主題 世代や分野を超えた支え合いの仕組みづくり

副題 高齢者が安心して暮らせるための地域力強化の取り組み
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